
平成29年3月24日

22 冬期の円滑な道路交通の確保

平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

・平成25年度～平成29年度の５年間における雪崩および雪崩の危険による通行止め時間を、 過去５年（H20年度～H24年度）の合計時間119,627時間より減少させる。

（H25当初） （H27末） （H29末）

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 省略 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 工種 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29
22-A1 道路 雪寒 新潟県 直接 - 国道 除雪 （国）２９１号ほか 除雪　L=1,198km、雪崩・雪庇処理 県内一円 8,331
22-A2 道路 雪寒 新潟県 直接 - 都道府県道 除雪 （主）長岡栃尾巻線ほか 除雪　L=3,922km、雪崩・雪庇処理 県内一円 27,268
22-A3 道路 雪寒 村上市 直接 - 市町村道 除雪 (１)瀬波1号線ほか 除雪　L=290.8km 村上市 615
22-A4 道路 雪寒 関川村 直接 - 市町村道 除雪 (２)城陣線ほか 除雪　L=81.3km 関川村 150
22-A5 道路 雪寒 新発田市 直接 - 市町村道 除雪 (１)新富町島潟線ほか 除雪　L=254.5km 新発田市 367
22-A6 道路 雪寒 阿賀野市 直接 - 市町村道 除雪 (１)発久泉線ほか 除雪　L=228.5km 阿賀野市 216
22-A7 道路 雪寒 胎内市 直接 - 市町村道 除雪 (他)熱田坂宮久線ほか 除雪　L=344.4km 胎内市 215
22-A8 道路 雪寒 五泉市 直接 - 市町村道 除雪 (１)駅前桜橋三本木線ほか 除雪　L=158.3km 五泉市 89
22-A9 道路 雪寒 阿賀町 直接 - 市町村道 除雪 (１)清川高原線ほか 除雪　L=161.8km 阿賀町 600
22-A10 道路 雪寒 弥彦村 直接 - 市町村道 除雪 (１)神社前線ほか 除雪　L=55.8km 弥彦村 30
22-A11 道路 雪寒 加茂市 直接 - 市町村道 除雪 (１)下条矢立境線ほか 除雪　L=125.6km 加茂市 66
22-A12 道路 雪寒 見附市 直接 - 市町村道 除雪 (１)三林坂井線ほか 除雪　L=124.1km 見附市 190
22-A13 道路 雪寒 出雲崎町 直接 - 市町村道 除雪 (１)六郎女線ほか 除雪　L=58.3km 出雲崎町 25
22-A14 道路 雪寒 小千谷市 直接 - 市町村道 除雪 (１)山谷吉谷線ほか 除雪　L=136.0km 小千谷市 257
22-A15 道路 雪寒 津南町 直接 - 市町村道 除雪 (１)中深見堂平線ほか 除雪　L=94.5km 津南町 273
22-A16 道路 雪寒 南魚沼市 直接 - 市町村道 除雪 (１)二日町川窪線ほか 南魚沼市 1,248
22-A17 道路 雪寒 湯沢町 直接 - 市町村道 除雪 (１)松川中子川原線ほか 除雪　L=58.1km 湯沢町 495
22-A18 道路 雪寒 柏崎市 直接 - 市町村道 除雪 (１)市道柏崎１－２号線ほか 除雪　L=292.7km 柏崎市 340
22-A19 道路 雪寒 妙高市 直接 - 市町村道 除雪 (１)市道白山町三本木新田線ほか 除雪　L=174.2km 妙高市 1,482
22-A20 道路 雪寒 糸魚川市 直接 - 市町村道 除雪 (１)市道東平線ほか 除雪　L=150.2km 糸魚川市 180
22-A21 道路 雪寒 魚沼市 直接 - 市町村道 除雪 (１)堀之内17号線ほか 除雪　L=229.4km・春先除排雪 魚沼市 1,068
22-A22 道路 雪寒 燕市 直接 - 市町村道 除雪 (１)松橋長所線ほか 除雪　L=321.6km 燕市 143
22-A23 道路 雪寒 田上町 直接 - 市町村道 除雪 (１)坂田・湯川1号線ほか 除雪　L=63.0km 田上町 51
22-A24 道路 雪寒 佐渡市 直接 - 市町村道 除雪 (１)金井8号線ほか 除雪　L=212.7km 佐渡市 245
22-A25 道路 雪寒 聖籠町 直接 - 市町村道 除雪 (２)中の橋真野線ほか 除雪　L=98.5km 聖籠町 69

合計 44,013

44,204

除雪　L=275.6km・春先除雪・雪庇処理

重点計画の該当

Ｂ／Ｃ

計画の目標

Ｂ

要素となる事業名

百万円

44,013

事業者

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 百万円
Ａ

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）百万円

191

百万円

0

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象
新潟県、柏崎市、新発田市、小千谷市、加茂市、見附市、村上市、燕市、糸魚川市、妙高市、五泉市、阿賀野市、佐渡
市、魚沼市、南魚沼市、胎内市、弥彦村、田上町、阿賀町、出雲崎町、湯沢町、津南町、関川村、聖籠町

雪国のハンディキャップを軽減し無積雪期と同様の社会生活・経済活動が行えるように、迅速かつ適確な道路除雪を実施することによって冬期の円滑な道路交通を確保する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
・定住自立圏共生ビジョンに基づき実
施される要素事業：なし
・連携中枢都市圏ビジョンに基づき実
施される要素事業：なし

Ｃ Ｄ 0.4%
百万円

0

新潟県が管理する国県道において、冬期（12月～3月）に発生した雪崩、および雪崩の危険による通行止め時間によって、冬期の円滑な交通
確保状況を評価する。

　　当初現況：過去５年間（平成20年度～平成24年度）の雪崩および雪崩の危険による通行止め時間　　119,627時間
　　最終目標：平成25年度～平成29年度の５年間における雪崩および雪崩の危険による通行止め時間　　減少させる

迅速な雪崩処理、および雪庇処理による雪崩の未然防止により、通行止め時間を当初現況より減少させる。

119,627時間 減少させる-

交付対象事業



Ｂ　関連社会資本整備事業　（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

22-C1 道路 雪寒 新潟県 直接 - 雪庇・雪崩処理事業 雪庇・雪崩処理 県内一円 26
22-C2 道路 雪寒 魚沼市 直接 - 春先除排雪 除排雪　L=229.4km 魚沼市 165

合計 191

番号
22-C1 道路除雪にあわせて雪庇処理、雪崩処理をすることにより、冬期の安全な道路交通確保を図る。
22-C2 (１)堀之内17号線ほか除雪事業と合わせて、春先の除排雪を行い、融雪期の交通障害を解消することで、安全・安心な交通の確保を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業　（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｂ／Ｃ

備考

備考

備考

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業者

事業内容

要素となる事業名
工種

省略
工種

一体的に実施することにより期待される効果

排雪
排雪

番号 市町村名
事業実施期間（年度）

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名
事業内容

市町村名

事業者
省略 事業内容 全体事業費

（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号

市町村名



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H29

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

---
未契約繰越＋不用率が10％を超えて

いる場合その理由

000
翌年度繰越額

（f）

000
うち未契約繰越額

（g）

000
不用額

（h = c+d-e-f）

0.0%0.0%0.0%

000
前年度からの繰越額

（d）

3,8053,8853,860
支払済額
（e）

0△ 1050
計画別流用
増△減額
（b）

3,8053,8853,860
交付額

（c=a+b）

H28H27H26H25

3,8053,9903,860
配分額
（a）



社会資本総合整備計画位置図【県版】
22．冬期の円滑な道路交通の確保

除雪、雪崩・雪庇処理： 22－A1  (国)２９１号ほか

除雪、雪崩・雪庇処理： 22－A2  (主)長岡栃尾巻線ほか

排 雪 ： 22－C1 雪崩・雪庇処理事業



《凡例》
　　　：除雪事業
　　　：効果促進事業
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社会資本総合整備計画位置図【市町村版】
22．冬期の円滑な道路交通の確保
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計画の名称：22.冬期の円滑な道路交通の確保　　

事業主体名：新潟県、柏崎市、新発田市、小千谷市、加茂市、見附市、村上市、燕市、　　

　　　　　　　　糸魚川市、妙高市、五泉市、阿賀野市、佐渡市、魚沼市、南魚沼市、胎内市、

　　　　　　　　弥彦村、田上町、阿賀町、出雲崎町、湯沢町、津南町、関川村、聖籠町

チェック欄

　・上位計画との整合性が確保されている。 ○

　・地域の課題を踏まえた整備計画の目標が設定されている。 ○

　・計画の目標と定量的指標が整合している。 ○

　・定量的指標がわかりやすい内容になっている。 ○

　・計画の目標と事業内容が整合している。 ○

　・事業の効果の見込みが妥当である。 ○

　・計画は住民ニーズに沿ったものである。 ○

　・地元要望に基づく事業を実施している。 ○

Ⅲ.計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）

②地元の機運

事前評価チェックシート

I.目標の妥当性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応（地域課題と整備計画の目標の適合性）

Ⅱ.計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性

②定量的指標の明瞭性

③目標と事業内容の整合性

④事業効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性


